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要旨：もっか日本では、文部科学省が国際バカロレアの導入に積極的に取り組んでおり、認定校も増加の兆しをみせてい

る。このような動きは、世界の他地域でもみられるが、その背景や目的はさまざまである。本論文では、日本と教育環境

の近似した台湾を取り上げ、そこで国際バカロレアがどの程度どのような教育機関によって導入されているのか、その背

景や目的は何なのか、どのような家庭にいかなる理由で選択されているのかを明らかにする。台湾政府は、国際バカロレ

アの導入を促進してはいず、実験学校に例外的に認めているだけである。それでも、国際バカロレアを取り入れる政府認

定の学校は複数ある。そこでは、国際バカロレアが国際的に認知される学歴であり、国境を越えた学習者の移動を容易に

する点が利点とみなされている。また、新しい教育方法を取り入れた高度な質を保障する教育プログラムとしても注目さ

れている。 
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１．はじめに 

国際バカロレア（International Baccalaureate、以下

IB）は、ジュネーブに本部を置く国際バカロレア機構（IBO）

によって 1968 年に始められた国際的な教育プログラムで

ある。「多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良

い、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、

思いやりに富んだ若者の育成」を目的に、初等教育プログ

ラム（PYP）、中等教育プログラム（MYP）、ディプロマプロ

グラム（DP）、IB キャリア関連教育サーティフィケイト

（ IBCC）の 4 つのプログラムが実施されている

（International Baccalaureate Organization、2014a）。

DP では、国際的な大学入学資格が取得可能である。 

当初、IB は、国際的に移動する家庭の子どもたちを対象

に、インターナショナルスクールによってデザインされた。

しかし、現在では、一国内で子育てをする中流階級にも積

極的に選ばれるようになってきている（Hill , 2010:11-

12）。競争がグローバル化する中で、上昇意欲の強い国内

エリートが、国際的な学歴資格である IB の取得を選択し

ているのである（Lowe 1999:325, Resnik 2009:224, ロー

ダー・ブラウン・ディラボー・ハルゼー 、2012：65）。 

とはいえ、国民が自国内でインターナショナルスクール

に通うことは、日本や台湾を含む複数の国で認められてい

ない。そこで、注目されるのが、国家に認められたナショ

ナルスクールでありながら、IBに認定された学校である。

2015 年 11 月現在、世界には 2,931 校の DP を行う IB 認定

校があり、うち半数にあたる 1,447 校は公立校である。私

立のナショナルスクールを加えれば、国内の生徒が正規に

通うことができる IB 校の数は、ずっと多くなるはずであ

る。 

アジア太平洋地域には、475 校の DP 校があり、うち 45

校が公立校である。内訳は、中国 85 校（うち公立 18 校）、

オーストラリア 62 校（同 11 校）、香港 29 校（同 5 校）、

シンガポール 21 校（同 2校）、マレーシア 18 校（同 5校）

などとなっている。もっか日本には、26校の DP校があり、

そのうち、学校教育法一条に定められたいわゆる一条校が
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12 校（公立 2校を含む）存在している。中国には英語圏で

あるオーストラリア以上に DP 校があり、かつ、公立校が

多いことからは、IB 教育を受けている国内の中国人が多

いことが予想され、注目に値する。また、香港やマレーシ

ア、シンガポールのような、日本よりも人口規模が小さい

国や地域が、日本以上か日本に迫る数の IB 校を有してい

ることも注目される。 

現在、日本政府は急速に IB 導入を進めており、2018 年

までに IB 校が 200 校に達することを目指すべく閣議決定

している。IB 導入を管轄する文部科学省大臣官房国際課

長（当時）の永山（2013：331-332）は、政府が IB 校を増

やす理由として、グローバルに活躍する人材の育成が喫緊

の課題であること、日本人の海外留学を促すとともに海外

からの優秀人材を獲得して人材流動性を向上させること、

波及効果として日本の学校のカリキュラムによい影響を

与えることの 3つを挙げている。 

日本以外に、政府が IB を支援している国としては、ド

イツやノルウェー、マレーシアがある（International 

Baccalaureate Organization, 2014b）。国家が IB 導入を

推奨する理由は、後期中等教育改革を牽引しグローバル化

に対応すること、学校選択制における広告塔にすること、

国策として国際競争力をつけること、グローバル化に

キャッチアップすることなど、さまざまである（渡邉、

2014:44-46）。 

一方、政府の支援がなくても、学校や保護者によって IB

導入が進行している社会もある。そこで、本論文では、日

本と教育環境が近似しながら、政府による IB 支援はない

台湾の事例を取り上げ、IB 導入の現状とその背景を考察

する。台湾は、国際学力調査で上位グループに位置してい

ることi、高等教育が大衆化していることii、学歴をめぐる

学力試験での競争があること、少子化が深刻化しているこ

となど、教育や子育てをめぐって、日本に似た状況を呈し

ている。そうした台湾においては、IB はどの程度どのよう

な教育機関によって導入されているのか、その背景や目的

は何なのか、どのような家庭にいかなる理由で選択されて

いるのかを明らかにすることを、本稿の目的とする。 

２．台湾の教育とグローバリゼーション 

２．１．台湾における教育のグローバル化 

郭・石井（2014）によれば、台湾においては、「民国 90

年暫綱」が公布された 2000 年頃から、国家の発展上、国

際競争力の向上が必要とされ始め、郷土意識と共に国際意

識を育成することが求められるようになった。そして、英

語教育が推進されるようになった。 

行政院が 2002 年に刊行した「挑戦 2008：国会発展重点

計画（2002－2007）」では、国民がグローバル化に対応で

きる力をつけることが重要とされ、世界とつながる重要な

道具として、特に英語の積極的使用を奨励した。 

教育部が 2011 年に刊行した「中小學國際白皮書」では、

「21 世紀はグローバル時代であり、地球村という概念を

もち、人類の福祉を促進し、国際交流を深めるのが地球市

民としての責任である」と述べられている（教育部、2011：

2）。そして、小中学校の国際教育の目標は、「自国の再認

識」、「国際的な態度の発達」、「世界に通用する教養」、「国

際的な競争力や協力」、「世界への責任感」を育成すること

であるとされている（教育部、2011：4)。 

台湾における教育のグローバル化を示す具体的として

は、小学校における英語教育（渋谷、2014）、高等学校にお

ける第二外国語教育や教育交流（小川、2014）、高等教育

における英語での教授（宇田川、2011；楊、2013 など）な

どが挙げられる。小川（2014）は、台湾の進学高等学校で

は、有名大学への進学実績をあげることが強いプレッ

シャーになっているものの、海外校との交流や英語教育の

重点化は、進学実績を維持しつつ、高学力生徒を獲得する

ための実績や宣伝材料になる、と述べている。 

また、海外の教育プログラム（小野寺、2011；小川、2014）

や参照枠組（西山・程、2013）の導入も、教育のグローバ

ル化である。そこでは、ヨーロッパ言語共通参照枠組みが

台湾に導入されると、元来、試験志向社会であることが影

響し、参照枠はスタンダードや教育・学習の促進ツールへ

と変容することが指摘されている（西山・程 2013）。同様

に、アメリカの高大接続プログラムである Advanced 

Placement についても、台湾に導入された場合には、アメ

リカとは異なった運用がなされていることが指摘されて

いる（小川、2014）。 

さらに、台湾は、海外留学熱が高いことも特徴的である。

2014 年度の大学、短大、専科学校の卒業生 25 万人と修士

修了者 6万人の計 31 万人の中で、海外の語学学校、大学、

大学院に留学した者は 5万人にのぼる。うち、2万人がア

メリカへ向かっているiii。 

２．２．台湾における私立学校 

台湾は日本と同じく 6-3-3 制で、義務教育期間は 9年間

である。後期中等教育は、高等学校と職業高等学校に分か

れており、前者には 344 校に約 39 万人、後者には 155 校

に約 36 万人が学んでいる。前者はさらに、普通高等学校、

総合制高等学校、マグネット高等学校iv、実験高等学校vに

分かれている（教育部、2014/2015）。 

香川・劉（2015）によれば、台湾では、公立高校が担い

きれない教育機会を私立高校が供給したことで、ほぼ全入

という教育拡大を達成した。現在、高校生全体に占める私

立高校の在籍率は 45%であり、公立に普通高校、私立に職

業高校が多い。そして、公立普通高校－公立職業高校－私

立普通高校－私立職業高校という高校間ヒエラルキーが

存在している。私立高校は、高学力の裕福な層のみでなく、

相対的に低学力で豊かでない層も対象になっており、セ

ミ・パブリックな性格をもっていると言う（香川・劉、2015）。 

高等学校は、2014 年から「擬義務化」される。これは、

公立高校で 5-6000 元、私立高校で 22,000 元という平均学
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費の差を、政府の補助金により平等化しようとするもので

あるvi。ただし、私立高校は、学費以外の設備使用費など

の名目で、引き続き公立校以上の費用を徴収し続けること

が予想される。 

現在、少子化もあいまって、私立校間では、さまざまな

差異化や生徒獲得競争がすすんでいる。受験生をもつ保護

者に向けた商業誌『親子天下 實戰教養系列 24』（2014：44-

48）では、私立学校を 5 タイプに分類している。第 1 は、

伝統的な入試から新しい多元的な入試まで、大学進学に対

応するタイプである。第 2は、富裕なエリート向けの学校

で、附属の幼稚園や小学校から入学させ、言語や生活のみ

ならず、自然教育や乗馬などもさせるタイプである。第 3

は、価値や規範を重視した宗教学校である。第 4は、国際

教育や英語・中国語のバイリンガル教育に力をいれる、こ

こ 10 年ほどのあいだに設立された新設校である。本稿が

注目するのはこのタイプである。特徴としては、第 2のタ

イプであるいわゆる貴族学校より学費が高く、年間 30-50

万元（約 120-200 万円）かかること、海外大学への進学を

目指していることが挙げられている。そして、第 5は、全

人教育や異年齢集団での学習など、教育理念を重視するタ

イプである。本誌が写真入りで多くの私立学校の特色を紹

介していることからみても、台湾の私立学校は、単なる公

立学校の補填ではなく、一定の保護者の支持を得ながら独

自の発展をしていることがうかがえる。 

２．３．台湾におけるＩＢ教育 

 2015 年 11 月現在、台湾には 7 つの IB 認定校がある。

そのうち 3校はインターナショナルスクールである。台湾

では、インターナショナルスクールで台湾人生徒が学ぶこ

とは認められていない。台湾政府は、私立高校が外国籍の

生徒を対象に外国の教育課程を行う課程やクラスを設け

ることは認めているものの、外国籍をもたない生徒がそう

した場で学ぶことは禁じているvii。 

 一方、台湾の IB 認定校 7 校中の 4 校は、台湾政府の認

可した学校である。これらの学校はすべて、実験校または

実験クラスとして台湾政府に認可されている。この実験校

または実験クラスという仕組みは、教育の多様化をもたら

すものとして注目される。2000 年の国民教育法改正によ

り、教育部は 2001 年に「国民教育階段辦理非学校型態実

験教育準則」を公布した。2014 年には「実験教育三法」が

制定されviii、2003 年にわずか 392 名であった実験教育に

申請した小中学校の児童生徒数は、2013 年には 2000 名に

なっているix。 

本研究では、台湾の IB 認可校のうち、インターナショ

ナルスクールではなく、政府に認可された 4校を対象とす

る（表１）。4校はすべて男女共学で幼稚園から 12 年生（高

校 3 年生）までを教育する私立学校である。筆者らは、4

校すべてに連絡を取り、eメールで情報を得た。本稿では、

これら 4 校のうちもっとも早くから IB 教育に取り組み、

台湾で唯一初等教育から後期中等教育まで通して IB 教育

を提供しているＡ校、および、ごく最近 IB 教育に取り組

み始めた 3 校の中から、初等教育も含めて IB 教育に取り

組んでいるＢ校を取り上げる。 

表１ 台湾における政府認可の IB 校の概要 

 

2015 年 4 月には、第一筆者がＡ校を訪問し、校長、入試

課長、入試係長の 3人にインタビューを行った。また、Ａ

校に紹介してもらった 13 歳から 17 歳の生徒 4 人、およ

び、その保護者にアンケートを行った（表２）。内訳は、DP

および MYP で学ぶ生徒各 2名ずつとその保護者である。 

表２ Ａ校の調査対象親子の概要 

 

2015 年 9 月には、筆者ふたりがＡ校およびＢ校を訪れ

た。Ａ校では、校長、Executive consultant、教務主任の

3人に約 1時間、Ｂ校では、理事 1人に約 2時間のインタ

ビューを行った。また、DP の 1 年めにあたる、11 年生の

生徒 4人に対して、45 分のグループ・インタビューを行っ

た。インタビューは、すべての人が日常的に英語を用いて

いることを考慮して、基本的には英語で行ったが、必要に

応じて中国語や台湾語を使用した。 

表３ Ｂ校の調査対象生徒の概要 

 

管理職に対するインタビューでは、IB 導入を決めた背

景や意図、IB のもたらした成果や課題など、おおまかな質

問項目をあらかじめ設定しつつ、話し手の話の流れを壊さ

学校仮
名

実施IBプ
ログラム

IB認定年 教授言語（IB
のHP掲載順）

寮の
有無

全校児童
生徒数

各プログラ
ム在籍数

DP 2010 英語 88

MYP 2012 中国語、英語 137

PYP 2012 中国語、英語 186

DP 2015 英語 9

MYP 候補校

PYP 2015 英語、中国語 390

Ｃ校 DP 2015 中国語、英語 有 3200 26

Ｄ校 DP 2015 中国語、英語 有 768 12

600

609

A校 有

Ｂ校 無

子の仮名 K L M N
子の年齢 17歳 17歳 14歳 13歳
子の在籍プログラ
ム

DP DP MYP MYP

子の性別 女 男 女 女
子の在外経験 カナダ（15

年）
なし なし カナダ（7

年）、南アフリ
カ（1年）

子の教育歴（教
育段階・公私立）

幼：私・公、小
中：公

幼:私、小：公 幼：行かず。
小1-3：公

小：公

親の仮名 KK LL MM NN
親の在外経験 教育はすべ

てカナダ
なし カナダ（2年） 大学はアメリ

カ。カナダ・南
アフリカに在
住計13年。

仮名 W X Y Z

性別 女 女 男 男

在外経験、
家庭内の
異文化

アメリカ（3～8歳）。父が外
国人。

在外経験なし。父がダブ
ル。

なし なし

教育歴 台湾に来て別の私立→8
年生でＢ校

幼：英語→公立→8年生
でＢ校

公立→7年生でＢ校 Ｂ校の幼稚園→他の私立
→4年生でＢ校

 

 

学校仮
名

実施IBプ
ログラム

IB認定年 教授言語（IB
のHP掲載順）

寮の
有無

全校児童
生徒数

各プログラ
ム在籍数

DP 2010 英語 88

MYP 2012 中国語、英語 137

PYP 2012 中国語、英語 186

DP 2015 英語 9

MYP

PYP 2015 英語、中国語 390

Ｃ校 DP 2015 中国語、英語 有 3200 26

Ｄ校 DP 2015 中国語、英語 有 771 15

600

609

A校 有

Ｂ校 無

2016年
認定予定

 

 

仮名 X Y Z

性別 男男女女

在外経験、
家庭内の
異文化

アメリカ（3～8歳）。
父が外国人。

祖母が外国人。 なし なし

台湾に来て別の
私立→8年生でＢ校

幼：英語→公立
→8年生でＢ校

Ｂ校の幼稚園
→他の私立
→4年生でＢ校

W

教育歴 公立→7年生でＢ校
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ないように柔軟に対応する、半構造化インタビューを行っ

た。生徒に対しては、IB 教育を受けることにした背景や、

それ以前の教育歴、現在の満足度などを聞いた。すべて許

可を得て録音した後、英語でトランスクリプトを作成した。

引用に当たっては、トランスクリプトを筆者が日本語に翻

訳した。 

また、学校の資料やホームページなどから情報を適宜収

集した。 

３．台湾における IB 教育の実際 

３．１．財閥系企業によるグローバル展開としての IB 教

育 

３．１．１．Ａ校の概要 

 Ａ校は、台湾、中国、ベトナムで鉄鋼業を営む経済人に

よって、2004 年（高等学校は 2007 年）に開校された幼稚

園から高校までの一貫教育校である。台湾南部に位置し、

100 エーカーの広大な敷地を有している。そこには、25 年

前にまず大学が建てられた。他には、ゴルフコースやホテ

ル、別荘、大きな観覧車のあるアウトレットモールが立ち

並んでいる。 

 こうした潤沢な資本を背景に創設されたＡ校は、西洋風

の華麗な建物を所有している。吹き抜けの玄関には、児童

生徒や教員の出身国を示した 20 数本の国旗が掲げてある。

IB の中心とされる図書室には、中国語、英語の他、日本語

や韓国語も含めた 4万冊の蔵書がある他、教師用の教材や

テキストのセクションもある。その他、ピアノ練習のため

の 12 の個室や、ガラス張りの演劇スタジオ、大学レベル

の実験室、400 人を収容できるホールなど、贅沢な教育環

境は枚挙に暇がない。 

 Ａ校は、国際教育によって、国際的な視野をもった人間

を育てることを使命としている。Ａ校は、PYP から DP ま

で、IB 教育を一貫して受けることができる、調査時には台

湾で唯一の学校であった。インターナショナルスクールの

国際的な協会である CIS の認証も受けている。 

初等教育では全員が PYP を受け、中等教育からは、海外

大学への進学を目指す国際中等コース（MYP および DP を

行う）と、台湾の大学への進学を目指す中等バイリンガル

コースに分かれる。前者は、中国語以外の授業はすべて英

語で受けることになる。 

Ａ校では、模擬国連などへの参加などを通して、生徒の

国際性を伸ばすことに努めている。オーストラリアに姉妹

校をもち、2年に 1回、10 人の児童が 3週間の交換留学に

行く。また、国内の進学校とも姉妹校提携をもち、国内外

の異文化理解に努めている。生徒たちは、アフリカの小学

校への資金援助も行っている。 

 

３．１．２．学校経営者および教師へのインタビューより 

Ａ校は創立 10 年を超え、生徒数は多くはないものの、

宣伝費用を費やさずとも、保護者の口コミにより安定して

いる、と校長は言う。校長によれば、台湾では少子化によ

り、私立学校間の生徒の奪い合いが起きているが、Ａ校は

きわだった特色をもっており、他校とは競合しない。その

特徴とは、中国語と英語とのバイリンガル教育である。 

Ａ校では、100 人中 52 人の教員が外国籍である。外国

籍教員は、アメリカ人、イギリス人、オーストラリア人、

ニュージーランド人、カナダ人、南アフリカ人など、バラ

ンスよくおり、さまざまなアクセントが聞けることが児童

生徒にとってよいと言う。台湾人教員の多くは、留学経験

があるなど、英語に堪能である。 

初等教育では、台湾人と外国人が 2人で 1クラスを担任

をする。授業は、台湾人教員が外国籍教員の通訳をするわ

けではなく、それぞれが中国語または英語で説明する。こ

うした環境の中で、子どもは「自然に」英語を覚える、と

教務主任は言う。 

また、多文化教育に力を入れており、国連の日、台湾文

化の日、中国文化の日を設けている。小学校では、台湾政

府の方針に従い、台湾語の授業も行っている。中国や台湾

の文化の学習は、アイデンティティ形成にも役立つと考え

られている。Ａ校ではさまざまな文化行事を行っており、

調査日のすぐ後には、中秋節が行われる予定であった。 

国際中等コースと中等バイリンガルコースとは、かなり

性質を異にしているため、コース分けは三者面談を行って

慎重に行われる。国際中等コースの卒業生は、ほぼ全員留

学する。入学当初は海外進学を希望していたものの、経済

的な理由や家庭の事情により進路変更して国内の大学に

進学する者が数人のみいるとのことである。 

Ａ校は、台湾政府認可の学校であるため、体育、家庭科、

軍事訓練など、台湾の高等学校としての必修科目も提供し

なくてはならない。それらの科目は、DP 取得のための試験

準備が本格化する前の 10 年生までで、ほぼ終わらせる。

あるいは、「創造性、行動、奉仕（CAS）」という IB 科目の

中に入れこんで、柔軟に行っている。 

12 年生は全員、台湾の統一試験を受けなくてはいけな

い。国際中等コースの生徒はそのような勉強はしていない

ので、英語以外ではあまりいい成績が取れないが、海外大

学への進学には関係しないので、特に気にしていないと言

う。このような教育課程を経て、国際中等コースの生徒た

ちが卒業時に取得する資格は、①DP＋台湾の卒業資格、②

DP の一部＋台湾の卒業資格、③台湾の卒業資格のみ、の３

つのパターンとなる。 

 国際中等コースでは、基本的には、初等教育からの内部

進学を推奨しており、ここ 1、2年は 8、9割が内部進学者

である。DP の時点での外部からの入学に関しては、エッセ

イを書くなどの学習に必要な英語力のある生徒に絞るよ

うにしている。やむを得ない場合は、英語習得のための補

助をつけている。 

 Executive consultant によれば、Ａ校ではなるべく多

くの科目を提供するようにしている。言語教科は、中国語、

英語、スペイン語を用意している。台湾のナショナルカリ
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キュラムでは、中国語と英語は必修なので、Ａ校では、ど

の生徒もある程度中国語ができる。日本語などを履修した

い生徒は、自習コース(self-taught)でやることになる。 

大学では、経営を専攻することを希望する生徒が多い。

国としては、アメリカの希望者が一番多い。進路カウンセ

ラーがいて、保護者、生徒と三者懇談を行う。親はランキ

ングの上位に位置する有名校を希望する場合もあるが、子

どもが成功できる学校を選ぶことが大事だと伝えている。

たとえば、Ａ校は小さい学校なので、いきなり大きな大学

にいっても戸惑うこともあることなどを伝えると言う。 

 Ａ校では、約 20%にあたる 75人の生徒が 2つのパスポー

トをもっている。両親が台湾人でありながら、幼少期から

海外で育ち、台湾に住んだことがなかった子どもは 30 人

ほどいる。ひとりでも台湾人の保護者であれば台湾人と数

える場合、90％は台湾人である。外国籍の生徒は約 20 名

で、1割程度である。日本の生徒も７、8人いる。中には、

母親が台湾人、父親が日本人の生徒もいるとのことだった。 

 保護者の多くは、英語ができ、国際感覚をもっており、

駐在帰りも多いと言う。専門職や富裕層も多いが、むしろ、

国際感覚があるか否かがＡ校を選ぶポイントであるとの

ことだった。 

 

３．１．３．生徒・保護者へのアンケートより 

 アンケートに協力してくれた 4 人の生徒のうち 2 人は

海外生活経験がないが、他の 2名はカナダ生まれで、在外

歴はＫさんが 15 年、Ｎさんが 8年と長い。また、4人の保

護者のうち、ＬＬさん以外は在外経験をもっている。 

 Ａ校を選択した理由としては、親子ともにＩＢ教育を

行っていることを挙げている。その詳細には、2タイプの

回答があった。ひとつめは、ＩＢの教育方法が、台湾の伝

統的な教育方法よりも進歩的で好ましいから、という理由

である。 

 

Ｍさん：非伝統的な学習方法。教えられるよりも学ぶこと

ができる。特にＰＹＰでは教科書がなく、学習に境界線が

ない。 

ＮＮさん：ＩB プログラムはより思考力を育成できる、と

ても良い教育プログラムだと思う。 

ＭＭさん：よりリベラルな方法で学んでいる。 

 

 このようなＩＢ教育の方法や理念に対する賛同は、大学

受験のための競争の厳しい台湾の教育への批判の裏返し

でもある。 

 

ＬＬさん：子どもが台湾の進学教育制度以外の環境で楽し

く学習し、成長することを望む。 

 

 Ａ校を選択する理由として挙がったもうひとつは、ＩＢ

教育によって海外の大学に進学する道が開けるから、とい

うものであった。 

Ｌさん：海外に行く機会を与えてくれる。 

ＫＫさん：ＩＢディプロマは世界中の大学に認められてい

る。 

ＬＬさん：①子どもの未来の人生プランにもよるが、もし、

海外の大学へ留学するのなら、もちろんＡ校の方が有利に

なる。②Ａ校はＩＢ認定のプログラムを実施しているため、

子どもが高校を卒業すれば、より早く海外に順応できる。 

 

 実際、4組の親子はすべて、海外の大学への進学を想定

していた。全員が北米の大学を希望しており、その理由と

しては、教育レベルの高さ、人や文化の多様性、国際的な

場への参入を挙げていた。 

 

Ｌさん：（進学希望先は）アメリカ。（理由は）すすんだ技

術教育と、多様な人々。 

Ｍさん：他の国や文化の人に会って、人生の視野を広げた

い。 

ＫＫさん：カナダの大学に進学予定。カナダでＩＢは高い

評価を受けている。 

ＬＬさん：アメリカの大学へ進学する予定。将来より早く

国際的な挑戦を受けさせるため、海外留学させたいと思っ

た。 

 

他に、Ｎさん・ＮＮさん親子は、Ｎさんがカナダ国籍を

持っていることを、カナダの大学に進学を希望する理由に

挙げていた。 

 以上のように、Ａ校には、海外体験のある親子が多く集

まっていた。そして、Ａ校を選ぶ理由としては、ＩＢ教育

の理念や方法への賛同が挙げられた。さらに、北米の大学

への進学準備というより現実的な意見が多く聞かれた。調

査対象者は親子ともに、明確に海外での高等教育を意識し

ており、そのための有効な手段として、ＩＢディプロマの

取得を目指していることがわかる。 

 

３．２．進歩的全人教育としての IB 教育 

３．２．１．Ｂ校の概要 

Ｂ校は、近隣にアメリカンスクールや日本人学校がある、

国際的な地域にある。都心近くに位置しながら、敷地には

多くの木々が生える、自然環境に恵まれた学校である。校

門をくぐればすぐに、水車の仕組みを示した、教師の手作

りの装置が目に入る。校庭自体は広くはないが、奥の方に

は、アスレチックの遊具が数多く配置されている。それら

は、この学校が、環境を通して児童生徒の学びを促そうと

している姿勢をうかがわせる。自然を生かした、素朴で家

庭的な雰囲気の学校である。 

Ｂ校は、1963 年に、キリスト教の精神に則った少人数ク

ラスでの全人教育を目指して開学した。特定の宗派を教え

る学校ではないが、道徳教育のために聖書に基づいている。

Association of Christian Schools International 

(ACSI)にも所属している。 

台湾における国際バカロレア導入の現状
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Ｂ校は、まず中学校を創り、70 年代に小学校を設置し

た。高校は、教師を多く用意しなくてはならず、採算が取

れなかったため、30 年目に廃止した。しかし、2015 年 8

月に再開し、現在は、幼稚園から高校までを設置している。 

2002 年からは、小学校 1 年生からのバイリンガル教育

を始めている。2015 年に IB 校として認定され、その秋か

らＩＢ を始めた。初等教育段階では、全員がＰＹＰを行

う。9年生から、ＩＢ教育を続けるコースとローカルコー

スに分かれる。 

現在 DP には、9人の生徒が学んでいる。教師は 6,70 人

で、うち 15-20 人が外国籍である。生徒の 95％は台湾人

である。 

 

３．２．２．管理職へのインタビューより 

インタビューに協力してくれたのは、Ｂ校の理事である。

アメリカに長らく住み、そこで学位を取得し、大学で教え

ていた。現在は、台湾の大学で教えている。理事は、Ｂ校

の実験的で進歩的な開学の歴史を強調した。Ｂ校の創始者

は、中国で児童発達学を専攻した女性の大学教授であり、

学校は家族的でなくてはならないという考えで、当時の台

湾では 60 人くらいだった 1 クラスの人数を 25 人にした。

また、社会が進歩しても犯罪が増えているのは、教育して

も悪くなっている証拠ではないか、という疑問をもち、教

育の最終目的を明確にすることが大事だと考えた。Ｂ校は、

知育に偏重した教育は否定しており、有名大学に入れるこ

とを目的とした指導はしていないと言う。 

幼稚園では文字の書き方は教えない。訪問日には、まだ

入園後 2週間の幼稚園生の活動を見学した。3人 1組で一

輪車を使い、友だちの分も含めて牛乳を取りに行く作業を

していた。その後、梃子につなげたロープとバケツで牛乳

を 2階に上げる。理事によれば、これが、算数や協力、道

具を使うことの学びにつながると言う。文字を幼稚園から

教えると、骨の発達によくないのだと理事は説明した。教

師は子どもを手伝ったり、指示したりはせずに、見ている

だけであった。そのように教師を教育するには、時間を要

するとのことだった。 

また、学校の環境にも配慮している。たくさん植えてあ

る木には、①木登りをして体を鍛える、②実った果物を食

べることによって、自然を体験する、③景観をよくする、

という意味がある。教室の前に植えてあるヤシは、葉が茂

らないので、教室に入る光を妨げないだけではなく、まっ

すぐ伸びる、という象徴的、精神的な意味もあると言う。 

Ｂ校は、家族という点では保守的な面ももつ。たとえば、

台湾では珍しく、全児童生徒がお弁当を持参する。それは、

学校と家庭はパートナーであって、家庭がお金を払って学

校に教育を任せきりにすることがあってはならない、とい

う考えからである。また、家庭が子育ての責任を果たせな

いという意味で、原則的に離婚家庭の子どもは受け入れて

いない。男女には別の役割があるという考えに沿った教育

も行っている。 

Ｂ校がＩＢ教育を取り入れることにしたのは、ＩＢのブ

ランド名がほしかったからではなく、その教育理念に共鳴

したからだと言う。学習者を主体にした全人教育が、Ｂ校

が従来から取り組んできた教育と合致したのだと言う。Ｉ

Ｂ教育に出会ってから認定が終わるまで、サポートなしで

4年もかからないことも実施したい理由の一つである。Ｉ

Ｂの評価の仕方やカリキュラムが整っている点が、Ｂ校に

最も役立つと言う。 

バイリンガル教育を始めるにあたって、Ｂ校は、香港や

シンガポールに視察に出掛けた。そして、英語を教えるの

ではなく、英語を使って学習内容を教える方法に出合い、

それを採用した。それは、創始者の、言葉は読み書きより

も、聴き話すことから覚えるべきだという理念にも合致し

ていた。 

ＩＢ教育を行う上での課題は、教師の確保と政府の理解

だと言う。現に、ＩＢ開始を機に複数のベテラン教員が変

化についていけずに退職してしまった。また、台湾政府が

海外の教育プログラムにより目を開くことを期待すると

のことだった。 

 

３．２．３．生徒へのインタビューより 

Ｂ校でインタビューに応じてくれた生徒４人の中で、在

外経験があるのは、3歳から 8歳までをアメリカで過ごし

たＷさんのみである。それ以外の 3 人は、台湾で生まれ

育ったが、ＸさんとＺさんは、中国語と英語のバイリンガ

ルの幼稚園に通った。また、ＷさんとＸさんは、外国につ

ながる親をもっており、両親が家庭で英語も話している。 

4 人は皆、親が英語教育を重要視してＢ校を選んでいる

点で共通していた。ＷさんとＸさんは、中国語と英語との

「バイリンガルな環境」という点を強調した。Ｗさんの場

合は、Ｂ校に来るまでは英語の方が得意で、中国語をより

伸ばす必要があったが、それ以外の 3人は、英語をより伸

ばそうとしていた。 

 

Ｙさん：僕はＢ校に来る前は公立校で勉強していました。

両親は、公立校で英語を勉強するのはいい選択ではないと

考えていました。僕は公立校で 1 番くらいだったけれど、

それでも英語は他の人より上手ではありませんでした。

（中略）両親は、英語力がないと、外国の人とコミュニケー

ションするのは難しいと考えています。だから、両親は僕

と僕の妹に、私立校でもっと英語を学ばせたかったのです。 

Ｚさん：父は、英語はビジネスの重要な道具だと考えてい

ます。もしも台湾を出て外国に行きたければ、僕たちには

英語は必須です。 

 

そして、4人とも、海外の大学への進学を希望していた。 

 

Ｗさん：ＩＢのシステムにいるなら、ほぼ海外に行くって

ことですよ。（中略）だって、ＩＢでは最後の成績が出る

とき、ヨーロッパやイギリスの学校のリストをもらうで
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しょ？（中略）応募できる学校のリストを。 

 

しかし、Ｚさんには、親の英語教育の希望以上に、Ｂ校

を選んだ理由があった。それは、教育の方法であった。 

 

Ｚさん：僕が学校を変えた主な理由は、前の学校の先生た

ちのせいです。僕は、前の先生たちの教え方が、本当に好

きではありませんでした。（中略）Ｂ校の先生たちは、教

育熱心です。 

 

Ｂ校の 4人は、ＩＢの教育方法は台湾の教育方法とは異

なっていると口々に語り、ＩＢの方を高く評価していた。

Ｂ校の教育の特徴は英語教育であると同時に、教育方法で

もあると認識されていた。 

 

Ｙさん：Ｂ校では英語で勉強しなくてはならないから、僕

の成績はあまりよくないです。それが、僕にとってはまず

第 1 の挑戦。それから、第 2 は、（中略）ＩＢは、生徒の

評価の仕方が伝統的なテストとはちがうんです。コミュニ

ケーションできる人とか考える人とかリスクを取る人xと

か。 

Ｗさん：冬休みに、いくつかの章のワークシートの課題が

出ました。選択式で、教科書から正解を探して書くのです。

学校が始まって、それを提出した時、先生が生徒に、「な

んでもいいから覚えている人？」と聞いたけど、誰も何も

覚えていませんでした。（中略）それで、先生が、「前の学

期に南アフリカの国についてやったプロジェクトで覚え

ていることは？」と聞いたら、みんなたくさん話すことが

あったんです。それが、ふたつの教育制度の違いだと思い

ます。ひとつはただ事実を暗記するだけ。もうひとつは、

プロジェクトを自分で調べるから、覚えるんです。 

Ｘさん：私は、個人的に、ＩＢでいちばん学んだのは、時

間の使い方だと思います。（中略）もしも課題を終えるこ

とができないなら、時間の使い方がうまくならなくてはな

らないと思うんです。 

Ｗさん：私がこのプロジェクトをやらなくちゃ、と言うと、

台湾の学校に行っている子は、「簡単じゃない。インター

ネットからコピー・アンド・ペーストすれば。」と言うん

です。（中略）台湾の学校では、先生はそういうことをあ

まりチェックしません。でも、ここ（Ｂ校）では、私たち

は剽窃ということを学びました。私たちはいつでも、自分

たちのオリジナルの作品をつくらなくてはならないので

す。 

 

とりわけ、前の学校の教育方法が気に入らずにＢ校に編

入してきたＺさんは、将来教職を目指していると言い、Ｉ

Ｂの教育を強く支持していた。 

 

Ｚさん：ＩＢの教育は、僕に大きなインパクトを与えまし

た。僕は将来、ＩＢのやり方を使って教えたいのです。（中

略）僕は、ＩＢの評価の仕方が好きです。伝統的なテスト

のように、選択式ではないから、僕には合っています。僕

は、勉強して暗記するというよりも、もっとクリエイティ

ブな人間だから。 

 

4 人は、欧米で大学教育を受けようとする理由も、台湾

の教育制度と比較する形で語っていた。 

 

Ｗさん：将来のことを考えたら、きちんと勉強して学べる

大学に行きたいと思うんです。環境のいいところにね。台

湾の大学ではパーティーなんかしていて。私は本当に一生

懸命勉強したいんです。 

Ｚさん：台湾では、小学校や中学校、高校ではよく勉強す

るけど、大学や短大では（中略）あまり勉強しません。（中

略）僕は、大学は専門職になるために学ぶ時期で、本当に

もっと勉強する必要があると思います。（中略）それが、

僕が留学したい理由です。 

 

 以上のように、Ｂ校の生徒たちの多くは、当初は、英語

力を身につけさせるという親の希望に応じてＢ校に入学

している。しかし、Ｂ校において、学習者中心で、自律的

な生涯学習者をつくろうとするＩＢの教育に出合い、それ

に強く共感している。そして、そうした学習方法を継続す

るために、台湾の大学ではなく、欧米の大学に進学しよう

としていた。 

４．考察 

４．１．台湾におけるＩＢ導入の特徴 

以上、本稿では、高学歴化など、日本と似た教育環境に

ある台湾におけるＩＢの導入状況をみてきた。日本をはじ

め、マレーシアやノルウェーなどでは政府主導でＩＢ導入

が進められ、ＤＰを行う世界の公立校の数は、ＤＰ校全体

の半数を占めるまでになっている。その背景には、各国が

グローバル化への対応を急いでいることがある。 

台湾政府も、教育におけるグローバル化への対応をすす

め、とりわけ早期からの英語教育には熱心に取り組んでい

る。にもかかわらず、ＩＢに関しては、推進どころか、基

本的には認めない方向である。ただし、実験学校という例

外的な仕組みを作って、ＩＢ教育を含む、教育の多様化を

すすめていた。 

2015 年になって、インターナショナルスクールではな

く、台湾政府の認可する学校でのＩＢ教育の開始が相次い

でいることは、外国人ではなく、台湾人の家庭でＩＢを求

める人々が増えていることを示している。本稿では、そう

した 4つの政府認可のＩＢ校のうち、2つの対照的な学校

について検討してきた。 

Ａ校は、海外とのつながりをもつ富裕な家庭を主なター

ゲットに、潤沢な資本を使って、一貫したＩＢ教育を行っ

ていた。生徒も保護者も教員も、明確に欧米の大学への進
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学を意識して、それに向けた努力を払っていた。英語力は

国際競争力の核とみなされていた。また、IB は、国際的に

認知される学歴であり、国境を越えた学習者の移動を容易

にするものと認識されていた。そして、欧米の大学への進

学は、人生のチャンスを広げるものと考えられていた。 

一方、Ｂ校は、ＩＢの教育理念や教育方法により共感し

ていた。ＩＢの学習者中心で進歩的な教育方法が、従来か

らＢ校が行ってきた実験的な教育に合致していると考え

られていた。保護者は、英語力の経済的・社会的な効用や、

欧米の大学への進学の鍵としてのＩＢディプロマの価値

に期待してＢ校を選んでいる。しかし、生徒たちは、それ

だけではなく、実社会と関連させたＩＢの学びに満足を示

していた。それは、詰め込み型の台湾の教育と対比されて

いた。すなわち、Ｂ校において、ＩＢは、高度な質を保障

する教育プログラムとして認識されていた。 

これらからは、政府の支援がない中でも、IB 教育には一

定のニーズがあり、それを担おうとする私立学校があるこ

とを示している。それは、欧米の大学への進学であり、学

習者中心の新しい学習方法である。 

 

４．２．本研究の貢献と課題 

本研究では、日本と近い教育環境でありながら、政府が

ＩＢ導入に積極的でない点で日本とは条件の異なる台湾

の状況に着目することによって、学校や家庭の主導であっ

てもＩＢ導入を促進する気運が生じていることを確認し

た。英語教育へのニーズや教育方法の刷新は、日本におい

ても強く求められている点である。この点を、隣国の在野

に確認できたことは、本研究の寄与である。 

一方で、台湾におけるＩＢ導入は、今まさに始まったと

ころであり、本稿執筆時にこそ政府認可のＩＢ校が 4校に

なったものの、調査開始時には、本稿で取り上げた 2校し

か確認できなかった。今回取り上げられなかった 2 校は、

またちがったタイプの学校である可能性がある。したがっ

て、今後はなるべくすみやかに、残りの 2校を調査しなく

てはなるまい。また、マレーシアのように政府が積極的に

ＩＢ導入をすすめている国の政策や、中国やシンガポール、

アメリカにおける公立のＩＢ校の状況についても、調査を

広げていきたい。さまざまな条件下でのＩＢ導入状況を踏

まえた上で、日本におけるＩＢ教育のあり方について考え

ていきたい。 
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注 

i OECD が 15 歳を対象に行う PISA の 2012 年の結果で

は、台湾は読解力 8位（日本 4位）、数学的リテラシー4

位（同 7位）、科学的リテラシー13 位（同 4位）となっ

ている。TIMSS(2011)の中学 2年生の結果では、数学 3位

（日本 5位）、理科 2位（同 4位）となっている。 
ii 台湾の教育部発行の”Education in Taiwan 

2014/2015”によれば、2013-2014 年度には台湾の後期中

等教育在籍率は 93%、高等教育在籍率は 70%である。日台

ともに、高等学校は准義務段階であり、高等教育はユニ

バーサル段階になっている。 
iii 卒業生数は、教育部統計處 (2014) ｢大專校院概況 

2014 學年度｣より

http://www.edu.tw/pages/detail.aspx?Node=4075&Page=

20046&Index=5&WID=31d75a44-efff-4c44-a075- 

(2015 年 11 月 23 日 閲覧)。留学生数は、教育部国際

及両岸教育司 (2015) 「103 年度世界各主要國家之我留

學生人數統計表」より 

http://www.edu.tw/userfiles/url/20150525103732/103%

E5%B9%B4%E5%BA%A6%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%90%84%E4%B8%

BB%E8%A6%81%E5%9C%8B%E5%AE%B6%E4%B9%8B%E6%88%91%E7%

95%99%E5%AD%B8%E7%94%9F%E4%BA%BA%E6%95%B8%E7%B5%B1%

E8%A8%88%E8%A1%A8.pdf（2015 年 11 月 23 日 閲覧)。 
iv 特色をもたせて広域から生徒を引き付ける学校のこ

と。 
v 2014 年 11 月 19 日公布の「学校型態実験教育実施条

例（学校形態実験教育実施条例）」によれば、学校型態実

験教育とは、「特定な教育理念に基づき、学校として教育

理念を実践し、また、学校制度、行政運営、組織形態、

設備施設、校長資格と取得方法、教職員資格と採用方

法、課程と教育、生徒入学、学習の評価、生徒に関わる

事務と指導、地域および保護者の関わり等といった総合

的な実験教育を行うこと」であり（第３条）、「現存する

教育スタッフ採用条例、教員法、義務教育法、高校教育

法、特別支援教育法、私立学校法および関連する法律に

問われない」（第８条）（教育部、2014、「學校型態實験教

育實施條例」

http://edu.law.moe.gov.tw/NewsContent.aspx?id=3172 

2015 年 9 月 30 日閲覧)。 
vi 台湾教育局 (2014)「高中職免學費法案」 

http://www.doe.gov.taipei/ct.asp?xitem=20787683&C

tNode=43763&mp=104001 (2015 年 6 月 14 日閲覧)。 
vii 2008 年 1 月 16 日、「私立學校法実施細則修正条文」

の修正により、84 条で「私立高級中等以下の学校は、教

育管轄機関の審査を通れば、外国籍をもつ生徒を対象

に、外国課程部門およびクラスといった本国以外の課程

を開設することを許可される」と定められた。これに連

動して、「私立高級中等以下學校外國課程部班設立辧法」

が成立し、第 13 条で「外国課程部門およびクラスが外国

籍でない生徒を入れた場合、違法であり、学校は外国課

程部門およびクラス以外に編入または転校させる義務が

ある」と定められた。 
viii 教育部国教署(2014)による。 

http://www.edu.tw/pages/detail.aspx?Node=1088&Pag

e=26229&wid=ddc91d2b-ace4-4e00-9531-fc7f63364719 

(2015 年 11 月 25 日閲覧) 
ix 教育部国教署（2013）「国民教育階段非学校型態実
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験教育－家長（保護者）多元教育選択」 
http://www.edu.tw/pages/detail.aspx?Node=1088&Page=

21551&Index=3&wid=DDC91D2B-ACE4-4E00-9531-

FC7F63364719 (2015 年 11 月 25 日閲覧)。 
x ＩＢ教育で目指される 10 の学習者像のうちの 3つ。 
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